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炭
鉱
国
家
管
理
に
お
け
る
炭
価
・
資
材
政
策
の
検
討

ま

戸-
é~ 

カミ

も
v子
」

昭
和
二
一
年
九
月
四
日
の
第
一
四
回
対
円
程
事
会
に
提
出
さ
れ
た
「
炭

鉱
の
所
有
権
並
に
補
助
金
支
出
¢
方
法
に
関
す
る
マ
ヴ
ク
ア

l
サ

l
苔

筒
」
に
端
を
発
し
た
わ
が
国
の
炭
鉱
国
家
管
理
政
俊
は
、
私
企
業
経
営
に

対
す
る
出
家
管
理
主
、

tr
ー
も
か
く
社
会
化
を
日
間
同
と
し
て
う
ち
だ
し
た
点

に
つ
い
て
、
経
済
政
策
史
上
に
一
つ
の
エ
ポ
ッ
グ
を
一
認
め
う
る

E
考
え
ら

れ
る
。
結
果
的
に
は
そ
わ
が
混
乱
と
問
恋
人
を
き
わ
め
た
政
争
の
渦
中
に
、

戦
後
経
済
の
危
機
対
筑
た
る
石
炭
傾
斜
生
産
の
一
万
式
と
し
て
も
徹
底
せ

ず
、
い
わ
ん
や
相
会
化
胤
理
の
実
現
に
つ
い
て
は
実
質
的
に
は
あ
と
か
た

も
な
く
霧
散
し
て
、
た
だ
「
炭
鉱
国
家
管
迎
」
の
名
称
の
み
に
な
り
お
わ

勺
た
。
け
れ
ど
も
当
時
炭
鉱
労
働
者
を
先
一
叫
に
全
国
民
的
な
期
待
と
関
心

を
あ
つ
め
た
炭
鉱
闘
官
政
策
を
、
単
に
敗
戦
後
円
経
済
混
乱
期
に
お
け
る

政
治
的
か
け
引
き
の
一
幕
と

L
て
見
す
ご
す
こ
〉
一
な
く
、
版
業
社
会
化
L
乙

炭
鉱
国
家
管
理
に
お
け
る
炭
価
、
資
材
政
僚
の
検
討

'‘ 

岡

資

田

い
う
経
済
政
策
的
課
題
の
視
角
か
ら
し
れ
を
か
去
り
み
る
と
き
、
一
つ
の

史
的
遺
産
と
し
て
改
め
て
再
検
討
を
く
わ
え
る
べ
き
志
一
五
を
も
っ
と
考
え

る
の
で
あ
る
。

炭
鉱
国
管
実
施
の
基
本
法
た
る
臨
昨
石
炭
鉱
業
管
理
伝
は
昭
和
二
二
年

一
二
月
二

O
日
に
成
立
、
現
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
三
カ
年
の
期
限
を
も

っ
て
施
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
制
限
満
了
を
ま
た
ず
昭
和
二
五
年
五
月
二

O

日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
昭
和
二
三
年
二
一
月
に
は
経
済
九

原
則
が
発
せ
ら
れ
、
翌
二
四
年
三
月
に
は
「
石
炭
鉱
業
の
安
定
」
に
関
す

る
総
司
令
部
党
蓄
が
発
表
さ
わ
て
、
石
炭
鉱
業
に
も
ド
ッ
チ
ラ
イ

y
に

そ
っ
た
合
叫
化
と
某
中
生
産
方
式
へ
の
切
り
か
え
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て

政
策
的
に
傾
斜
生
民
方
式
の
一
形
態
と
し
て
う
ま
れ
た
国
管
方
式
は
昭
和

二一
A

年
度
ケ
も
っ
て
そ
の
生
命
を
お
わ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
L
u

本
稿
は
か
か
る
実
情
と
前
述
の
視
点
に
立
勺
て
、
昭
和
二
三
年
度
の
石

炭
鉱
業
の
経
常
的
側
聞
を
さ
ぐ
り
、
国
家
管
理
可
の
石
炭
鉱
業
資
本
が
い

第
八
十
二
巻

七

第
二
号

九



炭
鉱
固
ま
管
理
に
お
け
る
炭
価
、
資
材
政
策
の
検
討

か
な
る
業
態
を
艮
凋
し
た
が
、
い
い
か
え
れ
ば
石
炭
独
占
資
本
(
具
体
的

に
は
い
わ
ゆ
る
大
手
筋
炭
鉱
諸
会
社
)
が
国
家
管
理
政
策
を
ど
の
よ
ラ
に

ア
ジ
ャ
ス
ト
し
た
か
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ

し
あ
た
っ
て
出
炭
促
進
政
策
た
る
炭
側
政
策
と
資
材
充
当
施
凱
に
つ
い
て

考
察
し
た
。

ω
成
立
過
程
。
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

山
木
勝
也
臨
時
石
炭
国
家
管
理
法
批
判
(
中
央
労
働
学
国
労
働
問

題
調
査
所
編
産
業
団
管
と
労
働
者
附
級
昭
和
二
凹
年
六
八
一

二
八
頁
)

林
組
広
臨
時
石
炭
鉱
業
管
料
法
の
成
方
過
程
(
菊
池
宮
男
夫
編
者

臨
時
石
炭
車
業
官
辞
法
の
研
究
開
和
二
八
年
五

1
一
六
頁
〉
を
参

照
さ
れ
た
い
。

ω
菊
他
同
よ
中
川

七
三
瓦
参
照
。

生

産

出
炭
計
画
の
立
案
と
遂
行
に
主
眼
を
お
い
た
国
管
機
棋
は
、
生
産
協
議

会
|
|
地
方
炭
鉱
管
理
委
此
会
(
地
管
委
)
1
l全
国
炭
鉱
管
理
委
員
会

(
全
管
委
)
と
い
う
民
主
的
管
理
機
関
を
設
置
L
、
行
政
部
局
と
し
て
商

工
省
石
炭
庁
の
も
と
に
山
地
方
石
炭
同
を
設
世
L
、
さ
ら
に
モ
の
干
に
一

五
支
局
を
配
置
L
た
。
か
か
る
管
理
桁
政
機
構
は
当
部
門
の
管
理
全
般
に

わ
た
勺
て
、
協
議
会
、
委
員
会
を
通
じ
て
現
場
の
実
情
が
行
政
部
局
に
間

接
に
反
映
し
、
民
主
的
な
廿
理
と
円
滑
な
る
行
政
措
置
の
棒
透
を
凶
っ
た

第
八
十
二
巻

ノ、

第

号

。

も
の
で
あ
る
。
生
産
引
回
お
よ
び
割
当
に
つ
い
て
も
、
各
炭
鉱
の
生
産
協

議
会
と
管
理
者
主
で
作
成

L
、
こ
れ
が
提
附
さ
れ
た
シ
き
は
、
石
炭
局
長

が
審
査
し
地
管
委
に
は
か
つ
て
決
定
し
、
己
れ
を
事
業
主
と
炭
鉱
管
理
者

白
双
方
に
指
示
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
間
現
場
原
案
と
査
定
と
の
相
違

L
つ
い
て
も
再
交
定
要
求
な
ど
の
民
主
的
処
理
手
続
の
規
定
な
ど
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
昭
和
二
三
年
度
全
国
出
炭
目
標
三
六

O
O万
ト
ン
の
設
定

は
、
国
管
実
晦
引
の
二
月
に
決
定
を
み
て
い
る
。
こ
れ
は
国
管
法
の
発
動

準
備
の
遷
延
に
よ
っ
て
、
ま
た
占
領
行
政
の
慣
行
か
ら
天
降
り
的
な
決
定

と
し
て
、
現
場
へ
の
割
当
が
お
乙
な
わ
れ
た
。
こ
の
様
相
は
翌
二
四
年
度

四
二

O
O万
ト
ン
の
目
標
決
定
に
つ
い
て
も
向
様
で
あ
っ
た
@

同
州
菊
川
川
嘉
失
桐
苦
前
掲
喜
一
七
三
五
頁
参
照

D

ω
昭
和
二
川
年
度
円
擦
問
、

G
-
H
・
Q
O
指
令
に
よ
る
行
政
措
世

ー
と
し
て
、
ニ
山
年
三
月
一
八
日
石
炭
斤
次
長
か
ら
石
炭
局
長
宛
通
知

昭
和
二
同
年
度
生
産
計
画
と
国
管
法
実
施
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て

四一一

C
C万
ト
ン
が
決
定
さ
れ
て
い
る
(
同
君
六
七
頁
参
照
〉
。

昭
和
二
一
ニ
ノ

ZEU出
炭
日
棋
は
、
当
初
一
三
ニ

0
0万
ト
ン
と
設
定
さ
わ

ιが
、
昭
和
二
二
年
九
月
炭
鉱
国
管
法
薬
の
国
会
提
山
に
つ
い
て
マ
ッ
ク

ア
サ
!
書
簡
が
発
せ
ら
れ
、
ど
れ
に
も
色
づ
い
て
翌
年
一
月
二
六

O
O万

ト
ン
に
改
訂
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
前
記
者
簡
は
「
従
来
私
企
巣
に
属
し
て

い
た
責
任
を
政
府
が
暫
定
的
に
点
目
わ
ん
と
す
る
こ
の
緊
急
措
置
を
国
会
が

採
択
し
た
な
ら
ば
、
政
府
は
さ
き
に
決
定
し
た
生
産
目
標
を
改
訂
し
て
、

こ
の
決
定
に
よ
っ
て
新

t
に
付
加
さ
れ
る
能
力
に
相
応
す
る
水
準
に
ま
で



こ
れ
を
引
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
け
だ
し
か
か
る
能
力
の
構
成
の
み
が
右
の

責
任
の
変
更
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
弘
」
左
の
べ
、
同
炭
の
飛
躍
的
増
加

を
そ
の
政
後
的
課
題
と

L
て
強
調
し
た
。
至
上
命
令
と
し
て
の
問
炭
日
棋

と
政
策
責
任
と
に
は
さ
す
れ
た
政
府
は
、
国
管
実
施
に
と
も
な
い
出
炭
目

標
達
成
の
た
め
に
次
の
上
う
な
増
産
施
策
を
発
表
し
た
。

一
、
=
一
六

0
0万
ト

y
出
炭
の
た
め
、
切
羽
白
掘
進
が
お
く
れ
て
い
る

の
で
平
記
に
こ
れ
を
促
進
す
る
。
(
略
)
。

こ
白
た
め
炭
鉱
最
重
点
主
義
を
一
層
徹
仲
間
的
に

h
い
、
炭
住
割
問

も
現
在
の
四
七
万
資
材
坪
の
計
画
を
さ
ら
に
増
加
す
る
。

二
、
炭
鉱
設
備
む
補
修
改
善
と
機
刷
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
炭
鉱

保
安
規
則
を
改
正
し
て
作
業
環
境
を
改
、
世
す
る
ロ

三
、
(
略
)
。

四
、
新
抗
、
新
区
域
の
開
再
を
荷
駆
的
に
行
い
、
資
材
、
資
金
の
効
果

的
な
邑
こ
ろ
か
ら
重
点
的
に
充
当
寸
る
。
(
略
)
。

五
、
炭
鉱
技
術
嗣
査
団
の
派
遣
は
、
二
三
年
度
も
続
行
す
る
。

六
、
(
略
)
。

七
、
炭
質
向
上
回
た
め
、
口
川
位
に
よ
る
他
差
の
改
善
、
選
炭
設
備
の
強

化
を
行
う
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
「
付
日
前
の
同
に
し
め
す
こ
と
と
し
、
ま
づ

出
炭
日
棋
に
対
す
る
国
管
初
年
度
の
山
炭
成
績
を
な
が
め
て
み
よ
う
。
目

標
た
る
三
六

0
0万
下
ン
は
前
年
度
出
炭
商
の
一
二
三
%
、
出
炭
復
興
町
一

一
般
的
は
標
と
さ
れ
た
昭
和
五
九
年
の
平
均
出
炭
高
に
対
し
て
は
一
一

炭
鉱
国
家
官
理
に
お
け
る
炭
価
、
資
材
政
策
の
検
討

二
%
、
主
た
わ
が
国
抜
高
出
炭
一
両
を
市
し
た
昭
和
一
五
年
の
出
炭
量
。
六

五
%
に
相
当
す
る
。
こ
の
年
度
目
標
と
月
次
計
両
お
よ
び
出
版
実
績
は
第

一
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
九
月
、
三
月
を
除
き
一
般
に
計

〉

率

』

』

0

3

8
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0

3

』
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第

一

年

年

制

註

年
一
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μ

一

(

回
目
標
を
干
廻
り
、
年
間
遂
行
車
は
九
六
・
六
%
、
一
二

O
万
ト
ン
の
阻

一
棋
を
き
た
し
て
い
る
ο

し
か
し
な
が
ら
月
別
出
炭
量
は
若
干
の
起
伏
は
あ

る
が
杭
ね
増
加
の
傾
向
を
し
め
し
て
お
り
、
前
島
度
実
績
お
よ
び
昭
和
五

九
年
平
均
月
山
炭
一
両
と
の
対
比

r
お
い
て
は
節
二
表
の
ご
と
く
、
年
度

内
地
加
趨
勢
で
は
前
年
度
に
く
ら
べ
上
昇
迷
度
の
緩
慢
さ
か
認
め
う
る
が
、

第
八
十
二
巻

第

亡 1
.，'] 

九



炭
鉱
悶
説
管
理
に
お
け
る
炭
側
、
資
材
政
策
の
検
討

出
入
十
一
巻

(コ

第
一
一
号

木
は
五
六
八
五
カ
ロ
リ
ー
で
あ
り
、
戦
前
に
比
し
て
約

九
%
の
品
位
低
下
で
あ
る
。
こ
れ
を
前
年
版
上
期
末
の

4
五
四
六
カ
ロ
リ
に
対
比
す
れ
ば
品
質
向
上
の
程
度

刊

を
知
る
こ
主
が
で
き
る
。
な
お
炭
罰
則
出
炭
状
況
に
ふ

れ
て
恒
く
在
ら
ば
、
そ
の
構
成
比
茸
は
、
一
般
炭
七
O

七
伯
、
原
料
炭
一
九
・
五
%
、
ガ
ス
発
生
炉
炭
六
凹

伯
、
無
煙
炭
、
煽
石
三
四
戸
で
あ
り
、
こ
の
比
率
自

体
は
戦
前
戦
時
と
大
差
は
な
い
。

右
に
の
べ
た
よ
う
に
附
和
二
三
年
度
の
出
炭
実
絞
は

量
的
に
も
質
的
に
も
前
年
度
に
く
ら
べ
て
一
応
の
発
展

は
と
げ
た
c

も
ち
ろ
ん
こ
の
先
肢
を
実
現
さ
す
た
め
F

は
、
前
年
度
に
引
き
つ
づ
く
炭
鉱
特
別
調
企
図
の
活
躍

な
ど
も
大
い
に
奏
効
し
て
、
岡
管
プ
ロ
パ

l
に
帰
せ
し

の

む
る
も
の
の
一
司
量
に
は
問
題
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
げ
れ
ど
も
国
管
が
採
炭

機
構
の
基
肢
を
形
づ
く
り
て
お
り
、
一
聞
記
の
諸
施
策
が
随
行
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
山
関
回
復
に
お
け
る
国
情
の
怠
義
を
市
完
す
る
こ
邑
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。
と
こ
ゐ
で
か
か
る
国
管
実
施
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
計
同
量
、
と

の
同
に
喰
津
い
を
生
じ
、
上
半
期
遂
行
率
は
九
五
六
%
に
と
ど
ま
り
、

下
半
期
で
は
こ
の
た
め
に
一
二
三
%
の
遂
行
を
要
請
さ
れ
な
が
ら
も
、
計

凶
目
標
を
下
廻
る
九
七
五
特
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
い
か
な
る
原
因

に
よ
る
で
あ
ろ
う
か
ロ
羽
象
的
に
は
汰
の
こ
と
く
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

ハ
月
二
二
日
の
炭
価
改
一
訂
に
も
か
か
わ
ら
ず
赤
字
の
累
積
は
年
度
末
に
は
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司
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目
標
年
度
の
平
均
月
産
高
に
対
し
て
は
、
回
、
八
同
月
以
外
は
す
べ
て
上

廻
っ
て
お
り
、
特
に
国
管
が
宍
質
的
に
機
能
し
は
じ
め
た
と
み
ら
れ
る
九

月
以
降
で
は
一
O
四
O
%
方
の
増
加
を
と
げ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
炭
賞
品
位
に
つ
い
て
は
、
保
良
炭
と
い
わ
れ
る
六
万
O

O
カ
ロ
リ
ー
以
上
の
も
の
は
総
出
炭
量
の
二
五
・
五
%
、
普
通
炭
た
る
五

一
0
0一
カ
ロ
リ
以
上
を
加
え
て
も
ハ
八
・
一
%
に
と
ど
ま
り
、
前
年
度

に
く
ら
べ
て
幾
分
の
向
上
を
示
し
て
い
る
が
、
な
お
満
足
す
べ
き
状
態
と

は
い
え
な

h
。
す
な
わ
ち
全
日
出
平
均
保
証
品
位
を
指
故
に
と
れ
ば
、
戦
前

に
は
六
一
五
O
六
二
O
O
カ
ロ
リ
に
く
ら
べ
、
昭
和
一
一
二
年
度
上
期



一
五
六
億
円
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
回
刊
の
う
ら
に
資
金
難
は
未
払
金

町
累
増
を
も
た
ら
し
、
ひ
い
て
は
資
材
難
者
生
じ
生
産
遂
行
に
支
障
を
き

や
し
た
。
他
万
、
四
月
、
一

O
月
に
は
賃
銀
改
訂
の
労
働
争
議
が
起
り
生

涯
の
渋
怖
が
あ
り
、
一
一
月
の
企
業
三
原
則
、
一
二
月
の
経
済
九
原
則
の

発
表
は
傾
斜
生
産
方
式
、
ひ
い
て
は
固
符
そ
の
も
の
を
無
力
化
す
る
と
い

う
情
勢
に
原
幽
が
あ
る
と
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
社
会
情
勢
の
背
後
に
、
石

炭
鉱
業
ぞ
れ
白
体
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
内
在
し
て
い
た
か
。
す

な
わ
ち
国
官
を
め
ぐ
る
か
か
る
事
態
の
中
に
、
石
炭
独
占
資
本
は
い
か
な

る
火
中
の
架
を
拾
得
し
え
た
か
。
こ
の
間
屈
に
入
る
ま
え
に
一
応
資
本
別

町
生
産
状
況
に
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ゆ
菊
池
前
掲
嵩
第
三
部
資
料
三
二
頁
。

ゆ
日
本
石
民
鉱
業
連
盟
石
炭
労
働
年
鑑
昭
和
二
四
年
版
二
五

瓦。

何
日
木
石
炭
協
会
石
炭
統
計
総
親
一
九
五

O
年
七

1
九
頁
審
問
。

紛
同
管
法
の
四
月
施
行
以
後
、
各
地
方
炭
鉱
管
理
委
員
会
の
委
員
人

還
や
指
定
炭
鉱
の
指
定
に
対
す
る
労
使
の
対
立
に
よ
っ
て
体
制
の
献

立
は
九
月
と

E
さ
れ
て
い
r

Q

(

菊
池
前
掲
害
七
三
以
参
照
〕
。

例
石
炭
労
働
年
続
昭
和
二
四
年
肱
二
八
頁
。

帥
同
上
書
昭
和
一
三
年
版
五
七
百
、
二
四
年
版
三
六
頁
。
柳
瀬

徹
也
右
炭
産
業
り
梢
道
的
危
機
昭
和
二
四
年
五
回

1
1頁
参

照。。日
本
石
炭
協
会

前
掲
資
料

八
九
頁
参
加
問
。

炭
鉱
国
家
管
理
に
お
け
る
炭
仙
、
資
材
政
策
。
検
討

間
例
え
ば
、
副
田
満
蹄
「
右
炭
哨
底
と
炭
鉱
国
家
管
理
の
効
果
」

(
菊
池
前
掲
書
一
ハ
五
』
一
一
一
頁
所
収
)
に
よ
札
ば
、
生
産
計
阻

お
よ
び
剖
当
の
天
下
り
、
訂
問
の
綜
合
性
の
欠
如
、
諸
官
庁
内
計
回

数
行
に
と
も
な
う
措
悦
が
時
ん
ど
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
労
働
者

側
の
作
民
意
依
り
向
土
が
見
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
賃
銀
引
よ

げ
や
物
資
仲
間
、
炭
住
計
画
な
ど
い
づ
れ
も
同
管
プ
ロ
バ

1
外
に
原

凶
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
亡
、
国
管
の
効
果
を
全
く
否
定
し
て
い
る
。

附
石
炭
労
働
年
鑑
昭
和
二
四
年
収
二

h
以。

昭
和
二
ゴ
一
年
度
に
お
け
る
大
手
筋
炭
鉱
と
組
令
系
炭
鉱
と
の
出
炭
丙
比

率
は
六
九
八
%
、
三

0
・
二
併
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
手
筋
を
細
分
す
れ

ば
、
財
閥
系
(
三
井
、
北
炭
、
太
平
洋
、
三
菱
、
雄
別
、
井
輩
、
古
何
、

日
炭
、
掛
川
砦
‘
日
鉄
、
大

ι、
嘉
穂
〕
は
五
五
・
五
弘
、
地
方
大
手
筋
が

一
四
・
=
一
%
、
ま
た
三
井
、
三
菱
系
は
全
体
の
コ
八
・
二
%
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
昭
和
一
六
年
度
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
大
手
筋
対
組
合
系
は
七

八
%
、
二
二
%
で
あ
り
、
財
閥
系
六

0
・
凹
%
、
地
方
大
手
筋
一
七
六

%
、
一
一
一
井
、
三
菱
系
四
四
・
一
川
初
で
あ
る
。
ま
作
出
炭
同
復
状
況
に
つ
い

て
は
昭
和
一
六
年
度
を
誌
埠
と

L
て
、
大
手
筋
古
一
六
に
刻

L
組
合
系
は
八

五
・
九
、
悶
閥
系
五
七
・
四
、
地
方
大
手
筋
五
一
・
一
、
一
一
一
井
、
三
菱
系

五
回
・
三
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
小
炭
鉱
の
出
炭
回
復
が
、
大
手

筋
優
良
川
氏
払
よ
り
も
急
速
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
シ
を
も
の
諮
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
小
炭
鉱
は
従
来
採
炭
機
構
の
機
械
化
が
お
く
れ

て
お
り
、
労
働
力
へ
の
依
存
度
が
き
わ
め
て
高
〈
、
単
に
労
働
力
の
投
入

第
入
十
二
巻

第
二
号



炭
鉱
国
家
管
理
に
お
吋
る
炭
価
、
資
材
政
策
の
検
討

の
み
に
よ
っ
て
も
出
炭
回
復
を
実
視
し
や
す
い
の
に
く
ら
べ
、
大
手
筋
炭

鉱
で
は
採
炭
施
設
の
物
的
損
耗
の
拙
慣
が
と
も
な
わ
な
い
か
ぎ
り
急
速
な

る
回
復
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
が
、
右
に
見
た
大
手
筋
の

同
夜
率
に
対
す
る
地
方
六
手
筋
の
遅
滞
、
財
閥
系
の
そ
れ
に
対
す
る
三
井
、

三
菱
系
の
停
滞
は
、
戦
後
と
ら
れ
た
賀
よ
り
量
の
山
炭
方
針
、
山
元
原
航

補
償
主
識
の
継
続
と
い
う
伯
勢
の
中
で
、
石
炭
独
占
資
木
が
イ
ン
フ
レ
利

得
へ
の
依
存
と
優
良
鉱
区
の
温
存
に
企
業
経
営
の
支
点
を
も
E
め
た
己
と

を
裏
書
す
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

と
の
よ
う
な
回
復
状
況
を
炭
鉱
規
模
に
つ
い
て
見
る
と
、
年
産
三

O
万

ト
ン
を
境
と
す
る
大
炭
鉱
と
中
小
零
細
炭
鉱
主
の
出
炭
比
重
は
、
昭
和
一

六
年
で

ι後
者
比
三
六
約
余
で
あ
っ
た
の
に
く
ら
べ
、
戦
後
は
昭
和
二
一

年
六
五
八
%
、
二
二
年
4
六
・
六
%
、
二
三
年
五
一
・
三
%
、
二
四
年

“
 

四
九
・
九
%
で
あ
り
、
そ
の
比
重
は
逓
減
す
る
と
は
い
え
か
な
り
な
重
要

性
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ゐ
で
こ
れ
ら
中
小
零
細
炭
鉱
も
原
価
補
償
制
と

傾
斜
生
戸
方
式
に
よ
る
資
材
資
金
の
特
恵
的
殺
人
政
策
に
便
乗
す
る
こ
と

に
よ
っ
亡
国
家
資
争
へ
の
奇
生
を
実
現
し
え
た

G

こ
れ
は
前
述
白
石
炭
独

占
資
本
が
品
炭
の
侭
棺
諸
政
筑
に
よ
っ
て
対
応
し
た
の
と
軌
を
一
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
か
か
る
両
者
の
共
益
関
係
は
昭
和
二
二
年
七
月
の

炭
価
改
訂
と
出
管
実
施
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
、
石
炭
独
占
資
本
の
優
越
性

の
み
が
保
証
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

側
一
菱
経
済
研
究
所
日
本
産
業
経
済
総
覧
昭
和
二
四
年
度
版

二
二
五
頁
参
同

Q

昭
和
二
二
年
度
目
民
に
つ
い
て
い
え
ば
、
財
閥
系

第
八
十
一
巻

第
二
号

区ヨ

炭
鉱
の
う
ち
実
績
が
計
画
量
を
上
廻
勺
た
の
は
、
背
磐
、
日
鉄
、
太

平
拝
、
古
河
の
回
祉
の
み
で
あ
る
ω

ま
た
地
方
大
手
筋
炭
鉱
の
う
ち

特
に
不
振
な
の
は
、
且
島
、
麻
生
、
昭
和
の
三
社
で
あ
っ
た
(
石
炭

労
働
年
齢
昭
和
二
三
年
版
二
八
|
三
四
頁
参
照
)
。

仰
松
岡
瑞
雄
戦
後
九
州
に
お
け
る
石
川
氏
産
業
の
再
制
成
主
合
理
化

昭
和
二
九
年
二
五

1
5民
参
照
。

制
日
本
石
炭
協
会
前
掲
資
料
一
二
三
民
参
照
。

制
中
小
炭
鉱
悶
株
式
会
社
で
あ
η

て
も
同
族
会
社
と
し
て
の
色
彩
が

濃
く
、
会
社
経
理
と
家
計
と
の
出
合
は
若
し
い
。
俗
に
「
ど
ん
ぶ
り

勘
定
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
従
。
て
投
入
さ
れ
た
資
金
資
材
が
か
か

る
経
理
心
混
淘
の
中
で
適
当
に
処
理
ミ
九
る
こ
と
が
多
〈
、
し
か
も

こ
れ
に
よ
勺
て
企
業
的
存
続
を
つ
づ
H
ら
れ
る
も
の
が
相
当
あ
る
状

態
で
あ
る
。
凶
管
誌
に
よ
る
炭
鉱
整
備
が
日
程
に
の
ぼ
る
の
を
見
越

し
て
、
こ
れ
ら
中
小
炭
鉱
が
強
烈
な
反
対
運
動
を
展
開
し
た
理
由
も

こ
の
あ
た
り
に
原
因
を
も
つ
の
で
あ
あ
(
松
岡
前
掲
書
八
一
頁
、

柳
瀬
徹
也
我
国
中
小
炭
鉱
業
の
従
同
形
態
昭
和
一
九
年

三
二
三
頁
参
照
)
。

炭

価

策

政

戦
後
経
済
再
建
の
キ
イ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
り
た
る
石
炭
鉱
業
に
対
す
る

政
策
は
当
初
生
産
の
量
的
増
大
に
主
眼
が
お
か
れ
、
炭
価
政
策
で
は
、
物

価
体
系
の
基
底
に
位
置
づ
け
さ
れ
た
消
費
者
価
格
と
出
炭
能
率
と
結
合
す



る
生
広
者
側
格
の
分
離
制
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
出
炭
量
噌
涯
の
た
め

に
、
出
炭
能
率
や
炭
質
に
か
か
わ
り
な
く
す
べ
て
の
鉱
山
D
生
産
費
を
補

償
す
ベ
く
山
一
河
原
価
補
償
制
が
採
川
主
れ
た
。
け
れ
ど
も
山
炭
品
伎
の
全

放
的
低
下
は
関
連
産
業
に
お
け
る
石
炭
効
半
の
低
下
を
k
も
な
い
、
い
き

お
い
経
済
復
興
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
昭

和
二
二
年
七
月
の
片
山
内
閣
物
価
体
系
の
炭
価
改
訂
に
は
、
山
炭
品
位
の

向
上
を
図
る
べ
き
具
体
僚
が
生
産
者
間
格
の
更
改
の
中

r織
込
ま
れ
た
の

で
あ
る
。

炭
価
問
題
に
お
け
る
生
産
者
側
絡
と
消
費
者
価
格
の
分
離
は
戦
時
統
制

経
済
に
端
を
発
し
て
い
る
内
す
な
わ
も
昭
和
一
一
二
年
九
月
の
石
炭
販
売
統

制
に
よ
っ
て
消
費
者
価
格
は
l
ン
二

O
円
二
二
銭
に
釘
付
け
さ
れ
た
。
し

か
し
そ
の
後
巴
生
産
原
仙
の
首
腕
に
よ
り
て
、
昭
和
一
五
年
下
期
か
ら
政

府
相
償
制
度
が
実
施
さ
れ
て
山
一
河
原
柿
柏
償
制
の
確
立
と
な
り
、
丙
価
格

の
結
節
点
に
一
手
買
取
服
売
機
関
と

L
て
E
本
石
炭
株
式
会
社
の
設

R
を

み
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
炭
価
政
策
は
戦
後
も
ひ
き
つ
つ
い
て
と
ら
れ
た
。
昭
和
二
一
年

八
月
の
「
臨
時
物
資
需
給
調
ヰ
訟
」
を
根
拠
と
す
る
新
統
制
方
式
の
も
と

に
、
生
産
者
価
格
三
凶
六
円
、
消
費
者
価
格
は
軍
要
産
業
向
消
費
者
価
格

二
0
0円
と
一
般
消
費
者
価
格
四

O
一
円
七
一

υ銭
の
二
木
建
と
し
、
前
者

に
対
し
て
後
者
と
の
差
額
を
国
庫
か
ら
補
償
す
る
も
の
と
し
た
。
そ
し
て

翌
二
二
年
六
月
に
は
日
本
石
炭
に
か
わ
勺
て
配
炭
公
団
が
政
策
実
施
機
関

と
し
て
発
足
し
た
。
こ
の
炭
価
政
策
の
河
部
面
は
相
ま
っ
て
戦
後
の
独
占

炭
鉱
国
家
管
理
に
お
け
る
炭
価
、
資
材
政
策
の
検
討

資
本
再
建
に
大
き
た
役
割
を
は
た
し
、
特
に
消
費
者
価
格
二
本
建
制
は
重

要
な
問
題
点
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
紙
巾
の
都
合
上
本
杭
で
は
あ
え
て
迂

回
し
、
石
炭
鉱
業
町
一
経
営
団
に
問
題
を
投
げ
か
け
ゐ
生
産
者
価
絡
政
策
に

焦
点
を
し
ぼ
り
て
み
よ
う
。

同
判
例
え
ば
八
幡
製
鉄
所
で
の
使
間
一
般
炭
早
均
カ
ロ
リ
ー
は
昭
和
一

七
年
の
六
三

0
0
カ
ロ
リ
ー
か
ら
昭
和
二
一
年
五
五

O
O
カ
ロ
リ
ー

に
低
下
。
原
料
炭
で
は
灰
分
が
同
期
間
に
三
・
一
%
の
噌
加
に
J

っ

て
、
同
丑
の
石
炭
で
山
鉄
盆
は
一
七
%
の
低
下
と
な
っ
介
。
発
生
炉

用
炭
で
も
同
じ
く
一

0
0
カ
ロ
リ
ー
当
り
出
捌
七
五
%
の
低
下
を

不
し
た
と
い
う
。
そ
の
他
嶺
電
能
力
、
鉄
道
輸
送
力
む
慨
下
な
ど
影

響
す
る
と
こ
ろ
大
き
い
(
柳
欄
徹
也
前
掲
「
危
機
」
五
三
七
頁

参
胤
U
O

州
問
逝
輸
有
鉄
道
総
局
総
務
同
編
石
炭
調
査
第
五
輯
石
炭
鉱
業
の

展
望
昭
和
二
二
年
一
ハ
八
頁
参
照
。

側
同
上
書
一
七
三
頁
参
照
。

ω
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
松
岡
前
掲
害
三
五
七
頁
、

柳
糊
前
掲
書
二
人
=
一

O
瓦
を
器
照
さ
れ
た
い
。

石
炭
の
増
産
を
直
接
目
標
と
し
た
当
時
の
石
炭
故
報
に
お
し
い
て
、
生
産

者
価
格
の
適
切
な
決
定
は
虚
脱
状
態
に
あ
っ
た
石
炭
鉱
業
の
経
営
的
諸
条

件
を
賦
活
せ
し
め
る
た
め
に
不
可
欠
の
措
置
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
昭
和
二

二
年
七
月
の
生
産
者
価
栴
の
改
訂
は
、
単
に
一
八

O
O円
ベ
!
ス
物
価
体

系
白
一
環
と
し
て
の
み
と
ら
え
ら
る
べ
き
で
な
く
、
国
営
政
策
へ
進
展
す

第
八
十
二
巻

第

号
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炭
鉱
国
家
管
理
に
お
叶
る
炭
価
、
資
材
政
策
白
検
討

る
政
策
路
線
の
起
点
と
し
て
も
把
握
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
窓
味
に
お

い
て
ま
づ
昭
和
二
二
年
包
月
の
改
訂
に
ふ
れ
て
お
く
必
些
が
あ
る
。

従
米
の
生
広
者
価
格
決
定
に
対
し
て
故
も
著
し
い
相
違
点
は
、
山
元
原

価
補
償
制
に
か
わ
る
「
前
ぎ
め
主
義
」
集
団
単
一
価
格
制
の
実
施
と
れ
で

品
ゐ
。
す
な
わ
ち
改
訂
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、
付
全
問
平
均
額
の
引
上

げ
と
品
質
向
上
を

U
的
と
す
る
炭
種
別
価
格
の
確
定
、
伺
坑
夫
賃
銀
の
一

割
二
分
増
、
同
価
格
決
定
に
「
り
聞
い
ざ
め
立
義
」
を
採
則
し
、
「
努
力
し
て

も
め
く
ま
れ
ず
、
ま
た
不
勉
強
で
も
拍
を
し
な
か
η

た
と
い
う
従
米
の
方

法
を
す
て
る
」
こ
と
を
開
示
し
た
。
そ
し
て
全
同
平
均
生
産
者
価
絡
の
炭

鉱
別
選
算
方
式
と
し
て
は
、
条
刊
類
似
の
炭
鉱
群
を
あ
つ
め
て
一
回
集
聞

に
分
割
し
、
各
集
団
仰
に
昭
和
一
一
一
一
年
凹
、
五
月
の
平
均
生
産
原
価
実
績

凶
町

を
基
礎
と
す
る
集
凶
差
等
に
よ
っ
て
集
団
別
市
一
価
格
を
決
定
し
た
の
そ

の
政
策
日
的
は
山
元
原
何
補
償
制
に
L

よ
っ
て
生
じ
る
弊
害
、
特
に
前
ぎ
め

制
で
な
い
た
め
に
起
る
各
業
者
の
採
算
基
拠
の
不
明
隙
性
や
補
償
余
支
給

の
炭
質
、
能
市
A

を
無
乱
し
た
徹
氏
的
両
一
主
義
か
ら
く
る
非
能
半
的
な
、

か
つ
補
償
金
目
あ
て
的
な
一
般
的
傾
向
を
一
郎
し
て
、
石
炭
鉱
楽
全
仏
を

能
率
的
、
合
理
化
ρ
去
説
の
も
と
に
建
直
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
集
団
別
単
一
何
格
制
で
は
各
炭
鉱
の
生
産
者
個
荷
は

「
そ
白
属
す
る
炭
鉱
群
(
集
問
)
の
価
格
」
に
よ
る
の
で
あ
り
、
か
っ
集

団
栴
成
は
採
炭
条
件
よ
り
も
む
し
ろ
地
域
条
刊
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る

た
め
に
、
採
炭
設
怖
や
立
地
条
件
に
め
ぐ
ま
れ
、
生
庄
原
価
切
下
げ
の
可

能
性
の
大
な
る
大
手
筋
所
市
の
催
良
鉱
区
ほ
ど
優
遇
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
八
十
三
巻
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も
っ
主
も
採
算
の
と
れ
な
い
炭
拡
に
つ
い
て
は
不
足
部
分
に
つ
き
加
算
額

を
決
定
す
る
が
、
単
一
何
格
の
三
割
以
上
の
加
算
は
逓
減
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
全
嗣
平
均
生
産
者
価
格
の
う
ち
に
は
約

0
・
六
%
の

利
潤
部
分
が
ふ
く
走
れ
て
い
る
が
、
集
団
別
単
一
価
格
に
は
こ
れ
を
除
外

し
、
別
途
に
品
位
の
向
上
平
増
産
の
程
度
に
応
じ
て
配
分
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
品
位
の
向
上
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
選
炭
強
化
を

凶
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
後
述
の
メ
リ
ッ
ト
制
に
よ
る
品
位
別
価

問

格
差
に
よ
っ
て
選
炭
裂
を
充
分
償
い
う
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
昭
和
二
一
一
年
七
月
五
日
に
は
全
国
平
均
山
一
医
者
価
格
九
五
六
円

。
八
銭
(
こ
れ
は
前
年
ご
一
月
と
同
年
一
月
の
全
国
平
均
生
産
費
四
一
八

円
五
六
銭
に
、
司
年
間
月
以
降
の
公
定
価
と
賃
銀
り
上
升
お
よ
び
七
月
以

降
の
改
前
公
定
価
〈
ネ
返
り
見
込
額
一

C
五
円
二
二
銭
を
加
算
し
て
訣
定

お

し
た
)
が
発
表
さ
れ
、
八
月
一
日
に
集
団
別
単
一
価
格
が
決
定
し
た
u

し

か
し
な
が
ら
物
側
主
賃
銀
の
上
列
は
予
加
を
上
廻
り
、
現
実
の
生
庄
原
仙

平
均
は
六
月
で
す
で
に
九
六
八
円
二
六
銭
と
改
訂
炭
価
を
超
士
、
以
後
九

月
、
一

O
月
の
騰
勢
鈍
化
を
の
ぞ
い
て
怠
激
な
上
升
を
つ
づ
け
て
、
黒
二

町

一
二
年
三
月
に
は
二

0
0一
二
円
六

C
銭
と
な
っ
た
。
こ
の
問
、
二
月
に
は
片

山
内
闘
は
崩
解
し
て
三
月
に
芦
田
内
閣
が
成
立
す
る
と
い
う
政
変
を
経
て
、

国
管
実
施
に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。

例
制
石
炭
労
働
年
銃
二
三
年
版
六
八
京

U

M

仰
向
上
六
九
一
民
。

凶

同

よ

六

九

i
b
一
耳
、
運
輸
省
鉄
道
総
川
総
務
局

前
掲
逼



一
ー
口
五
買
事

ma
な
お
メ
リ
ッ
ト
制
に
よ
G

各
地
医
別
口
山
積
品
位
別

買
収
価
特
に
つ
い
て
は
日
本
沿
炭
協
会
前
掲
資
料
=
凹
八

1
五
ニ
瓦

を
い
事
照
ぎ
れ
た
い
c

制
右
川
氏
労
働
年
純
一
二
一
年
版
六
八
氏
。

剛
山
日
本
石
炭
協
全
前
掲
資
料
二
四
四
五
頁
参
服
。
な
お
昭
和

二
一
年
一
心
月
か
ら
制
告
原
仙
計
抹
械
式
が
改
訂
さ
れ
、
出
炭
限
価

L

乙
送
炭
原
仙
が
区
別
さ
れ
る
こ
止
に
な
っ
た
り
で
、
一
日
一
月
以
降
は

前
者
と
比
較
い
け
れ
る
(
石
炭
労
同
四
年
鑑
二
三
年
版
企
ぃ
六
七
頁

参
照
三

こ
の
よ
う
な
炭
価
事
情
を
拍
円
以
に
岡
山
件
実
施
と
機
を
同
じ
く
し
て
お
こ

た
わ
れ
た
附
和
二
一
二
年
六
月
の
改
訂
は
、
約
言
す
れ
ば
前
回
改
訂
政
策
の

踏
襲
強
化
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
ま
づ
全
凶
山
中
一
仙
特
二
一
一
一
八
八
円
五
三
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炭
鉱
国
家
管
理
に
お
け
る
炭
価
、
資
材
政
策
の
悼
討

銭
(
約
二
・
五
倍
。
引
止
げ
〉
は
物
価
統
制
令
に
J
る
一
円
。
指
定
炭
鉱

の
昭
和
二
二
年
一

O
月
な
い
し
辺
二
三
年
一
月
の
平
均
生
産
原
仙
に
、

幻

「
七
五
%
バ
ル
ク
・
ラ
イ
Y
法
」
を
加
味
L
て
決
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

費
目
別
平
均
原
価
を
炭
鉱
別
に
配
列
し
て
、
最
低
か
ら
七
五
%
の
出
炭
量

を
確
保
し
う
る
点
で
区
切
り
、
各
費
U
別
限
界
原
価
の
白
討
を
基
礎
と
し

て
算
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
集
同
別
単
一
価
格
に
つ
い
て
は
、
全
同
単
一

価
格
か
ら
全
判
、
地
方
プ
ル
基
金
な
ど
を
斧
引
き
第
三
表
の
ご
k
く
集

問
別
単
一
向
格
水
準
を
予
め
て
、
前
記
期
間
の
集
団
別
干
均
原
価
に
よ
る

配
分
指
数
に
よ
っ
て
配
介
価
格
を
算
定
し
、
こ
れ
に
修
正
を
加
え
て
決
定

お

す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
前
回
改
訂
か
ら
炭
質
の
向
上
守
閣
る

た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
メ
リ
ヴ
ト
制
が
集
同
別
単
一
問
格
と
ど
の
よ
う

に
附
述
す
る
か
を
な
が
め
て
み
よ
う
。

項 目|金制|

全出単一価格 lL3BBld3l

北海道向坑木運賃 10.76 

退職手当 3山|詰
特別鉱害賠償到 17.38! 91j 
福利協会費用 3.75:再

予 I- 62.13 価

|差引玩不平I 2…lf 
赤字訓 m財源 I-141.剖|竺

-' 23 

1宇田佃竺空ヂ I2，1剖46T
松岡前掲書 42頁。(ト γ当リ〕旦

市
三
芸
閣
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炭
鉱
国
家
哲
理
に
お
け
る
炭
側
、
資
材
政
策
。
検
討

メ
リ
Y

ト
制
は
規
格
別
炭
種
別
価
栴
の
決
定
方
式
で
あ
る
。
そ
の
構
造

は
第
一
種
か
ら
第
五
種
ま
で
の
炭
種
別
と
そ
れ
ぞ
れ
の
形
状
種
別
ハ
塊
、

中
小
塊
、
粉
、
微
粉
、
未
選
切
込
炭
)
に
応
じ
て
、
判
一
級
な
い
し
等
外

二
級
に
お
よ
ぶ
一
六
等
級
の
規
格
を
設
定
し
、
種
は
勺
別
町
一
買
取
指
数
乞
決

定
す
る
の
で
あ
る
。
各
集
団
出
炭
の
規
格
毎
に
買
取
指
数
を
出
炭
長
会
宋

じ
て
規
格
総
価
値
指
数
一
を
求
出
、
そ
の
総
計
を
集
出
総
出
炭
量
で
除
す
こ

と
に
よ
り
集
団
平
均
価
値
指
数
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
集
団
別
単

一
価
格
を
こ
の
荷
数
で
除
し
て
立
準
炭
価
を
算
定
し
、
こ
れ
を
買
取
指
激

"
 

で
換
算
す
る
こ
正
に
よ
り
、
規
格
別
買
取
価
格
が
具
体
化
す
る
の
で
あ
る
。

右
に
の
べ
た
よ
う
な
昭
和
二
三
年
え
月
の
改
一
日
方
式
に
よ
っ
て
、
集
団

別
単
一
価
格
制
に
よ
る
優
良
炭
鉱
の
採
算
が
催
遇
さ
れ
た
と
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
こ
れ
が
七
五
%
バ
ル
グ
・
ラ
イ
y
法
に
よ
る
限
界
炭
鉱
の

拡
大
と
な
ら
ん
で
、
超
過
剰
澗
の
保
誌
を
強
化
す
る
わ
け
で
あ
る
。
特
に

今
凹
は
集
回
数
が
前
回
の
一
四
か
ら
一

O?

に
減
少
、
す
な
わ
ち
本
土
西
部
の
「
海
底
」

と
「
山
手
」
が
「
宇
部
」
に
、
本
土
束
部

の
「
湯
本
、
好
間
深
部
」
、
「
同
浅
部
」
、

「
植
田
、
櫛
形
」
、
「
双
来
、
日
河
」
が

「
常
磐
」
に
そ
れ
ぞ
れ
一
本
化
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
大
手
筋
に
名
を
つ
ら
ね
る
宇
部

興
産
平
常
磐
炭
鉱
の
優
位
強
化
を
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
メ
リ
ソ
ト
制
に
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第
二
号

お
い
て
も
買
取
指
数
の
一

O
Oカ
ロ
リ
明
り
の
較
差
は
、
土
表
の
よ
う

に
JH級
炭
ほ
ど
拡
大
さ
れ
た
が
、
側
将
の
引
上
げ
と
相
ま
っ
て
、
高
級
炭

h
v
庄
出
す
る
大
手
筋
優
位
の
傾
向
は
こ
こ
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。今

回
の
炭
価
改
訂
は
こ
の
よ
う
に
石
炭
独
占
資
本
の
超
過
利
潤
収
得
の

可
能
性
を
強
化
す
る
措
置
た
る
性
格
を
内
包
す
る
。
け
れ
ど
も
大
手
筋
諸

会
社
が
雌
史
的
に
優
良
炭
鉱
を
独
占
的
に
所
有
し
、
絶
大
な
る
出
炭
比
重

を
し
め
て
い
る
現
状
の
も
と
で
、
山
炭
M
哨
加
L

乙
炭
質
向
上
を
目
標
と
す
る

同
信
政
策
遂
桁
上
の
施
策
と
し
て
は
不
可
避
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

炭
帆
改
訂
に
関
連
し
て
、
生
庄
原
価
の
実
態
に
一
瞥
を
あ
た
え
よ
う
。

間
バ
ル
ク
・
ラ
イ
ン
ハ
ロ
己
目
内
問
国
る
と
は
元
来
船
舶
の
積
荷
A
M
限
界

線
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
主
産
費
統
計
上
に
肘
い
る
バ
ル
ク
・
ラ
イ

ソ
分
析
は
限
界
生
産
引
を
求
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
生
産

設
の
数
量
的
分
布
を
示
す
も
り
で
あ
る
。
バ
ル
ク
・
ラ
イ

γ
が

山
尚
良
川
且
比
重

r
お
い
て
あ
る
一
定
の
処
(
例
た
ば
七
五
%
)
に
決
定

さ
れ
た
ら
、
そ
の
%
に
対
応
す
る
生
産
費
を
も
っ
て
限
界
生
産
裂
と

す
る
の
で
あ
る
(
日
本
石
炭
協
会
前
掲
資
料
二
六

O
一A
脚
註

Y

松
岡
前
掲
吉
四
一
頁
参
照
。

岡
松
岡
前
掲
書
四
二
瓦
参
照
。

州
問
例
え
ば
第
一
種
印
骨
炭
(
一
般
開
炭
の
う
お
常
磐
、
宇
部
以
外
の

も
の
)
で
は
、
十
拍
車
規
格
に
五
組
粉
炭
(
五
八

0
0
カ
ロ
リ
ー
、
灰

分
二
五
五
匹
)
が
お
か
れ
、
形
状
格
差
指
数
は
「
塊
、
中
小
」
一

第
八
十
二
巻

ノ、

ノ、



一
五
、
「
粉
」
一
行
一

O
、
「
微
粉
」
六
五
、
「
未
選
切
込
」
力
五
と

し
た
。
そ
し
て
粉
炭
一
0
0
カ
μ

リ
l
当
り
等
級
差
を
上
級
炭
〔
特

一
級
一
級
)
凶
功
、
中
級
炭
(
二
位

l
六
級
)
凶
・
主
%
、
下
級

炭
(
七
紋
|
等
外
一
級
)
三
%
(
等
級
芦
は
二
0
0
カ
ロ
リ
ー
を
原

則
之
し
、
一
級
、
等
外
一
、
二
紋
は
三
0
0
|
目
。
。
カ
ロ
リ
〉

を
も
っ
て
買
取
炭
価
指
数
カ
」
決
定
す
る
。
こ
の
価
値
指
数
(
7
h
)

と

こ
れ
に
対
応
す
る
規
格
別
出
炭
量
(
円
山
)
の
積
か
ら
規
格
総
価
値
指

数
〈
ム
×
仏
l
v山
U

が
求
め
ら
れ
る
ロ
従
っ
て
集
団
平
均
価
値
指
数

は

(
H
N
!
¥
h
c
L
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
。
北
九
州
の
茶
阿
平
均
価

他
指
数
は
一
-
一

-7
こ
で
あ
る
か
ら
そ
の
集
制
別
単
一
日
間
栴
二
一
一
一
二

七
円
を
と
れ
で
除
す
こ

k
に
止
り
北
九
州
第
二
世
話
級
相
炭
は
一
九

七
六
円
と
な
φ
。
な
お
こ
の
買
取
価
怖
は
坑
所
郡
山
場
所
輸
送
機
関

乗
あ
る
い
は
指
定
杭
出
駅
貨
車
乗
価
格
で
あ
る
。
算
定
白
枠
組
は
松

岡

前

掲

書

目

白

i
七
耳
、
価
格
一
覧
は
日
木
石
炭
協
会
前
掲

資
料
三
六
三

l
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

側
一
右
民
労
働
牛
鑑
二
三
年
版
七

O
瓦
、
同
年
鑑
二
凹
年
版

四
六
頁
幸
照
也

右
に
の
ベ
た
炭
価
政
策
の
実
施
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
フ
レ
ジ
ョ

ン
の
進
行
は
原
怖
の
高
騰
が
新
炭
佃
を
追
い
越
す
と
い
う
事
態
を
現
山
L

t
o
生
産
原
価
と
原
何
構
成
の
推
移
を
し
め
せ
ば
第
四
表
の
と
お
り
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
炭
価
改
訂
り
七
月
に
は
や
く
も
採
算
割
れ
の
状
態
と

立
勺
て
い
る
。
す
な
わ
ち
前
掲
第
三
一
表
の
全
国
単
一
価
格
の
構
成
と
対
照

炭
鉱
国
家
管
理
に
お
け
る
炭
価
、
資
材
政
舗
の
検
討

同一ム一一
m
m
m

問問配いか小一

一
一
山
石
川
川
刊
日
記

一一品川山
I
I
-
U

町

一

経

組

一

m
m
m
m
m
制

w
m
組

問

加

納

一

川

品
川
正
ι

抗
日
山
口
三
一

100 
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炭
鉱
国
家
管
理
に
お
け
る
炭
術
、
資
材
政
策
。
検
討

す
れ
ば
、
物
品
費
を
O
ぞ
い
て
労
務
賞
、
経
費
品
そ
れ
ぞ
れ
一
五
・
四
%
、

-
七
六
%
の
上
廻
り
を
し
め

L
て
い
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
二
一

六
円
二
九
銭
の
採
算
割
れ
の
要
因
に
は
両
民
自
の
高
騰
が
指
摘
さ
れ
る
が
、

原
価
構
成
の
推
移
か
ら
は
む
し
ろ
、
前
月
に
く
ら
べ
て
四
%
、
二
ハ
四
円

四
九
銭
の
増
大
を
き
た

L
た
物
品
質
白
寸
前
騰
と
そ
そ
の
主
闘
と
み
と
め
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
と
の
傾
向
は
物
価
改
-
訂
の
影
響
が
全
面
的

r波
及

し
、
ハ
ネ
返
り
が
表
面
化
す
る
に
つ
れ
て
強
化
し
て
お
り
、
経
費
も
ま
た

同
様
白
コ

1
ス
を
た
ど
り
て
い
る
。
か
く
て
生
産
原
価
の
騰
坊
は
下
止
期

に
も
継
続
し
、
一

O
、
一
一
月
の
停
滞
の
あ
と
、
一
一
一
月
に
は
三

C
り
0

円
の
大
台
に
来
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
前
に
う
ち
だ
さ
札
た

一
一
月
上
旬
の
賃
銀
三
原
則
お
よ
び
一
二
月
昨
句
の
経
済
安
定
九
原
則
の

発
表
と
実
施
は
、
や
が
て
生
産
原
価
の
下
降
を
み
ち
び
き
出
炭
一
品
の
増
加

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
三
年
七
月
白
炭
価
改
ι
引
は
、
上
に
の
べ
た
よ
う
に
、
国
管
の
使

命
た
る
増
炭
計
画
遂
行
を
目
ざ
し
て
、
仙
刊

r石
炭
独
占
資
本
白
出
炭
を
軌

道
に
の
せ
る
た
め
の
「
誘
い
の
子
」
た
る
役
割
を
担
つ
亡
い
た
と
い
え
る

で
あ
ろ
う

Q

け
れ
ど
も
そ
れ
は
所
期
の
効
果
を
あ
げ
え
な
か
η

立
。
と
す

れ
ば
い
か
な
る
内
克
条
判
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
た
の
か
n

こ
の
問
題
に
対

す
る
一
つ
の
干
凶
か
か
り
を
求
め
ゐ
に
め
、
出
炭
を
さ
さ
与
え
る
物
的
基
礎
た

る
資
材
に
つ
い
て
次
に
検
討
し
よ
う
。

制
石
炭
労
倒
年
鑑
二
四
年
版

四
!
J

ぃ
頁
参
照
。

第
八
十
二
巻

ノ1

第

弓

四。

Iノf

*;t 

周
知
の
ご
と
く
一
臨
時
石
炭
鉱
業
管
迎
法
」
に
は
資
材
の
充
当
に
関
す

る
規
定
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
法
伴
的
に
は
既
に
臨
附
物
資
需
給

調
整
法
お
よ
び
同
法
に
も
と
づ
く
指
定
生
出
資
材
剖
当
規
則
(
附
一
一
一

一
一
)
主
指
定
配
給
物
資
配
給
手
続
叫
定
(
昭
二
二
・
ニ
ν
が
存
十
忙
し
、

炭
鉱
用
資
材
の
ほ
と
ん
ど
は

r
れ
に
よ
っ
て
剤
取
」
発
券
さ
れ
允
足
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
改
め
て
規
定
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
い
わ

切

れ
る
u

従
っ
て
国
管
実
施
に
〉
も
な
い
t
h
1
技
術
的
変
更
が
こ
れ
に
加
え

ら
れ
た
。
す
な
わ
ら
従
来
中
央
で
留
保
し
て
い
た
資
材
割
当
権
限
は
仙
方

石
炭
品
へ
移
管
さ
れ
、
山
氏
鉱
¢
一
時
市
要
に
対
す
る
査
定
と
削
当
発
券
は
当
該

同
で
お
こ
な
う
こ

E
に
な
り
、
ま
た
割
当
決
定
に
つ
い
て
は
、
経
常
用
資

材
は
全
国
管
理
委
員
会
で
採
摂
し
た
「
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
」
に
も
1r

づ
い
て
、
同
委
員
会
で
決
定
す
る
各
炭
鉱
の
点
数
に
応
じ
て
割
当
ら
れ
る

仕
組
と
な
り
、
設
仙
資
材
に
つ
い
て
は
起
業
工
事
の
穏
類
、
規
模
、
立
抽

条
件
な
ど
が
各
炭
鉱
に
よ
っ
て
呉
る
た
め
に
一
律
の
規
準
は
な
く
、
各
担
一

業
計
四
を
各
地
方
管
理
妥
員
会
で
具
体
的
に
審
査
し
決
定
す
る
力
法
が
と

ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
資
材
の
使
用
効
半
は
、
監
売
を
と
お
し
て
、
次

期
割
当
悲
準
確
定
の
資
料
と
ぎ
れ
た
の
で
あ

h
o

炭
鉱
資
材
。
割
当
方
式
た
る
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
昭
和
二
二
年
末

の
「
必
圧
妥
当
な
る
資
材
割
当
方
訟
の
確
立
」
を
要
請
す
る
総
司
令
部
の

覚
書
に
も
と
つ
い
て
、
政
府
は
全
管
委
資
材
一
専
門
部
会
に
検
討
せ

L
め
決



伊
し
た
方
式
で
、
町
和
二
三
年
度
第
二
四
半
期
か
ら
実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
従
前
の
実
続
本
位
総
花
正
義
主
排
除
し
て
、
生

産
出
荷
実
的
削
、
山
開
業
度
、
品
質
主
基
此
と
し
て
訓
当
基
推
を
き
め
、
こ
れ

に
よ
っ
て
資
材
使
川
効
率
、
労
働
効
半
、
品
位
の
向
上
を
凶
る
こ
と
に
あ

っ
た

Q

す
な
わ
ち
対
象
品
目
を
、
制
材
、
電
線
刻
、
坑
木
、
セ
メ
ン
ト
、

鋼
京
、
州
国
菜
の
六
品
目
と
し
、
配
分
総
置
の
一
心
%
は
特
別
調
整
刊
と
し

て
中
山
内
に
側
関
し
、
技
余
分
を
、
総
ト
ン
刀
ロ
り
(
四
り
て
動
方
を
ふ

く
む
原
単
位
(
凹

O
V
併
働
効
率
(
ニ

O
)
の
裂
索
比
平
に
よ
っ
て
各
炭

鉱
の
点
数
を
却
定
す
る
の
で
あ
る
ω

い
う
主
で
も
な
く
こ
の
制
当
方
式
の

尖
施
は
、
上
記
の
削
当
手
続
の
伯
索
也
と
ス
ピ
ド
化
と
泊
な
ら
ん
で
、

割
当
の
合
理
化
が
図
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
‘
同
時
に
そ
の
点
数
算
定
方

式
か
ら
は
、
鉱
区
条
円
、
経
符
条
件
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
ス
手
筋
炭
鉱
が
必

然
的
に
手
惇
い
資
材
剖
当
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
梢
間
で
も
あ
っ
た
の
で

ぉ

あ
る
。本

来
、
資
材
条
刊
は
労
働
条
件
と
旧
関
辿
し
あ
り
て
生
政
能
率
を
大
き

く
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。
戦
的
の
恥
旧
酬
と
資
材
欠
乏
に
よ
っ
て
は
な
は

だ
し
い
一
丸
出
を
き
た
し
た
炭
鉱
は
、
戦
後
の
増
産
至
上
命
令
を
労
働
力
の

無
主
別
投
入
の
み
に
「
ふ
っ
て
遂
行
し
て
き
た
。
か
か
る
生
産
方
式
は
、
労

倒
力
の
質
的
侭
下
と
針
仙
強
化
、
お
ト
ム
び
こ
れ
に
見
合
う
物
的
金
判
の
劣

悪
と
が
か
ら
み
令
っ
て
、
災
悼
の
地
加
や
突
就
労
時
間
の
拍
削
減
な
ど
係
炭

事
情
の
恵
化
右
み
ゎ
び
き
、
出
炭
信
半
の
疏
打
、
り
を
招
米
せ
ざ
る
を
え
な

い
U

f

れ
に
つ
い
と
一
二
の
例
証
を
あ
げ
て
み
上
う
。

炭
鉱
国
家
管
思
に
お
け
る
炭
刷
、
資
材
政
策
の
柏
剖

炭
鉱
災
害
の
頻
度
を
戦
前
の

最
高
山
炭
胡
た
る
附
和
一
四

六
年
度
平
均
と
比
較
す
れ
ば
鈴

五
去
の
と
お
り
で
あ
る
。
炭
鉱

の
災
害
は
も
ち
ろ
ん
坑
外
よ
り

も
坑
内
が
件
数
比
率
に
し
て
大

体
一
対
九
左
圧
倒
的
に
多
い

が
、
落
磐
、
運
搬
関
係
の
事
故

に
つ
い
で
墜
落
、
踏
抜
き
、
飛

布
な
ど
の
原
始
的
事
枚
が
多
い

こし
ι
は
そ
れ
白
保
設
備
の
米

民
、
資
材
不
足
を
も
の
が
た
る

証
在
、
と
い
わ
れ
る
。
主
た
実
労

働
時
間
の
知
献
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
終
戦
直
後
の
情
況
を
も

の
が
た
る
も
の
と
し
て

m和
二

一
年
五
月
一
一

ι立
大
タ
振
で
は
坑

内
村
復
に
一
一
時
間
(
昭
和
一
七

年
一
月
で
は
八
分
)
を
裂
し
、

在
坑
八
時
間
一

O
分
に
対
し
て

実
労
働
時
間
は
四
時
間
一
分

立
別
記
時
期
で
は
七
時
間
五
八

可

¥

一

J

L
ノ
」
l

一一デ

第五否定炭鉱史書推移

!年一日正iRFE出炭 2首 ZF F JF 均 ffilN人員」
次¥， (千人) (百万 1<:.-) くfl叫〕百万トン当リ「千四)'指数 千人 l 指数日
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21 ..，! 341 22.5 61.3 2.73 184 2.77 I 1剖
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23 I 叫し日 143，8 4竺 I 279 i 4.17 I 277 

(註) 日本石炭協会 前掲資料 ;86-7頁上り作成。

九

第
二
司

同



炭
鉱
国
家
管
理
に
お
け
る
炭
価
、
資
材
政
旋
の
検
討

分
)
、
一
一
一
菱
美
唄
で
も
実
稼
働
は
三
時
間
一
九
分
で
あ
っ
か
ロ
か
削
る
実

情
は
翌
二
二
年
度
に
は
若
干
の
改
善
を
み
て
お
り
、
第
凶
四
半
期
で
は

就
業
八
時
間
、
実
働
は
一
日
山
内
夫
五
時
間
、
坑
外
夫
六
時
間
見
当
と
な
り
わ
。

な
お
と
れ
を
大
手
筋
炭
鉱
と
組
合
系
炭
鉱
と
で
対
比
す
る
k
、
西
部
地
灰

白
例
証
は
採
炭
夫
で
一
時
間
一
」
九
分
、
坑
内
運
搬
夫
で
一
時
間
一
四
分
前

者
は
後
者
よ
り
少
し
い
こ
と
を
一
司

L
て
い
私
。

こ
の
一
実
態
に
対
し
て
、
マ
，
ヵ

l
サ
!
昔
簡
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
昭
和

二
-
一
年
一
O
月
の
「
石
炭
非
常
増
産
対
策
要
綱
」
で
は
、
二
四
時
間
制
、

坑
口
切
羽
往
復
一
時
間
、
切
羽
で
の
機
械
故
障
、
手
待
ち
一
時
間
川
ー
を
ふ

く
み
主
し
て
、
実
働
を
六
時
間
余
に
引
上
げ
る
と
と
が
要
請
さ
れ
た

D

「
要
綱
」
の
強
行
に
ト
っ
て
生
産
能
率
の
向
上
品
奏
効
す
る
た
め
に
は
、

い
き
お
い
資
抑
設
備
条
件
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
ロ
こ
こ
に
長
大
な
坑

道
主
切
羽
を
も
ち
、
か
う
相
対
的
に
近
代
的
採
炭
三
設
備
を
も
ら
な
が
ら
、

そ
れ
ゆ
え
に
設
備
の
荒
廃
に
よ
っ
て
著
し
く
能
卑
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
と

い
う
左
中
筋
炭
鉱
は
、
増
産
対
策
に
相
応
ず
る
資
材
白
特
恵
的
注
入
措
置

を
強
く
要
望
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ポ
イ
γ
ト
ジ
ス
テ
ム
は
か

か
る
事
態
を
副
泰
と
す
る
石
炭
独
占
資
本
の
再
建
詳
の
一
節
で
も
あ
勺
に
。

倒
小
島
良
一
一

A

日
木
経
済
と
経
済
政
策
昭
和
三
二
年
第
五
篇

炭
鉱
の
国
家
管
理
三
一
八
頁
。
松
岡
前
掲
書
六
回
頁
参
照
。

糊
小
島
前
掲
謹
一
一
一
一
ー
九
頁
c

川
明
石
炭
労
働
年
服
二
凶
年
版

腕
向
上
。

三
九
頁
。

第
八
十
二
巷

。
第

号

四

岡
松
岡
前
崎
哲
六
六
頁
。

州
川
柳
瀬
前
掲
書
「
危
険
」
四
三
見
。

側
一
一
一
華
経
済
研
究
所
石
炭
経
済
の
基
本
問
題

三
頁
o

M

叫
石
炭
労
働
年
鑑
昭
和
二
三
年
収
一
五
じ
六
O
頁
参
照
臼

帥
向
上
古
一
五
九
頁
よ
り
算
定
。

ω
「
要
綱
」
に
つ
い
て
は
、
向
上
書
一
五
五
六
心
頁
参
照
。

昭
和
二
コ
年
度
の
主
要
資
材
の
割
当
計
画
量
は
前
年
度
計
四
量
に
く
ら

円
、
鋼
紫
の
一
・
八
%
械
を
除
き
、
他
は
一
五
J
六
O
%
の
増
加
で
あ
っ

た
。
こ
の
割
当
に
対
し
て
入
手
の
実
情
を
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
尖
施
の

第
二
凹
世
京
以
降
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
銑
鉄
、
亜
鉛
鉄
板
、
カ
!
パ
イ

ト
O
三
品
目
が
こ
り
川
河
内
外
の
不
足
を
示
す
の
み
で
、
他
の
六
品
日
に
つ

い
て
は
釦
の
一
二
五
四
%
を
は
じ
め
全
て
割
当
を
超
え
、
出
題
の
制
材

も
一
一
六
%
の
入
手
を
確
保
し
た
の
で
あ
乱
。
こ
の
よ
う
な
資
材
投
入
の

好
転
は
!
γ
当
り
原
単
位
に
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
め
る
が
、

こ
れ
を
主
要
資
材
た
る
鋼
材
、
爆
菜
、
電
力
お
よ
び
坑
木
に
つ
い
て
、

ω

戦
前
最
高
出
炭
能
率
を
あ
げ
た
昭
和
八
年
、
川
判
各
資
材
の
最
大
消
費
年
次
、

ゆ
最
大
山
炭
量
を
は
こ
っ
た
陥
和
一
四

l
一
六
牛
平
均
の
原
単
位
と
戦
後

三
カ
年
の
そ
れ
と
を
比
較
す
わ
ば
第
六
衰
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
も
同
管
体
制
下
に
ー
と
ら
れ
た
ポ
イ
Y
ト

V

ス
テ
ム
白
効
果
を
あ
き

ら
か
に
認
識
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

資
材
状
況
に
関
連
し
て
、
岡
管
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
遊
行
し
え
た
資
材

昭
和
二
二
年
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監
査
に
ふ

れ
て
お
か

ね
ば
な
ら

な
い
。
こ

れ
は
国
管

法
第
八
条

に
も
と
づ

い
て
な
さ

れ
る
地
万

石
炭
局
の

業
務
監
査

の
一
項
日

と
し
て
、

資
材
の
効

京
的
使
用
を
晶
化
す
る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

従
来
、
投
入
資
材
が
横
流
し
さ
れ
、
間
利
潤
の
収
得
に
一
役
買
っ
て
い
た

実
状
に
対
し
て
、
事
業
計
画
実
施
状
況
、
拡
張
工
事
状
況
、
安
全
住
荷
な

ど
の
事
業
連
固
に
闘
す
る
地
方
監
査
の
一
環
と
し
て
昭
和
二
三
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
、
ポ
イ

γ
ト
・

γ
ス
テ
ム
の
効
果
確
保
を
期
し
た
の
で
あ
る
。

経
理
昨
査
を
主
と
す
る
中
央
監
査
と
掴
ま
っ
て
、
国
管
実
施
に
よ
り
初
め

て
期
待
し
う
る
効
呆
的
措
置
で
あ
勺
た
E
い
え
よ
わ
。

凶
石
炭
労
働
年
鑑
昭
和
二
凶
年
版
三
力
瓦
参
照
。

I 2 

炭
鉱
国
家
管
理
に
お
け
る
炭
価
、
資
材
政
策
り
検
討

同
向
上
書
問
。
民
参
照
。
品
目
は
木
女
五
品
目
白
ほ
か
鋼
索
、
燥

薬
、
セ
メ
ン
ト
、
坑
木
の
九
誼
。

制
同
上
童
三
九
百
、
小
島
前
掲
啓
一
ニ
ニ

O
頁
参
照
。

資
材
の
充
当
は
上
に
見
た
よ
ヲ
に
、
出
炭
目
標
に
適
応
し
た
好
調
を
一
目

し
た
白
で
あ
る
が
、
既
に
み
た
ご
と
く
出
炭
実
績
は
目
標
に
達
し
え
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
割
当
資
材
の
現
品
化
に
お
け
る
タ
イ
ミ
シ
グ
、
い
わ
ゆ
る

資
材
の
適
量
適
時
白
投
入
に
つ
い
て
は
、
な
お
六
カ
月
白
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
、
投
下
効
果
に
可
成
り
の
削
減
を
き
た
し
た
と
い
わ
れ
る
。
か
か
る
ギ

ャ
ッ
プ
は
官
僚
統
制
機
構
の
欠
陥
に
も
と
づ
く
も
り
で
も
あ
ろ
う
が
、
主

因
之
し
て
は
む
し
ろ
資
材
代
金
未
払
債
務
の
累
積
を
あ
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。

す
な
わ
ち
資
材
未
払
代
金
は
大
手
筋
の
み
で
三
月
末
の
一
一

O
億
円
か
ら
一

一
一
月
に
は
四

O
億
円
と
な
う
、
年
度
末
に
は
五

O
低
円
に
達
し
た
。
こ
れ

が
関
連
産
業
の
資
金
難
を
惹
起
す
る
之
と
も
に
、
逆
に
炭
鉱
資
材
の
入
手

状
況
を
悪
化
せ
し
め
る
事
態
も
あ
ら
わ
れ
た
。
例
え
ば
一
二
月
に
約
一
の
一

億
円
の
未
収
代
金
を
か
か
え
た
坑
木
業
者
は
、
一
一
月
頃
か
ら
坑
木
の
発

送
を
手
控
え
、
一
二
月
に
は
北
海
道
、
翌
年
二
月
に
は
九
州
、
西
部
に
支

弘
要
求
運
動
を
展
開
し
、
北
海
道
で
は
遂
に
二
月
一
日
坑
木
出
荷
停
止
の

処
置
を
と
る
に
い
た
っ
た
。
セ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
炭
鉱
向
出
荷
が
未
払

問
題
に
よ
っ
て
歓
迎
さ
れ
ず
、
一

O
H以
降
は
輸
出
向
に
流
れ
込
み
、
事

態
を
一
層
逼
迫
せ
し
め
れ
円
。
他
白
資
材
に
つ
い
て
も
、
多
か
れ
少
か
れ
同

様
の
事
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
菰
像
に
難
く
な
い
。

制
石
炭
労
働
年
鑑
昭
和
二
凹
年
版
四
四

H
。

第
八
十
二
巻

第

J号

同



炭
鉱
悶
家
管
抑
に
お
け
る
は
は
側
、
資
材
政
策
の
検
討

凶
日
本
石
炭
協
会
前
掲
資
料
一
一
一
一
凶
頁
参
照
。

加
石
炭
日
出
働
年
鑑
町
和
二
四
年
版
回
二
一
二
一
貝
。
な
お
二
月
一

日
の
抗
木
山
刊
荷
停
止
は
、
一
一
月
上
旬
炭
鉱
側
。
支
払
計
阿
の
捉
-
川
と

そ
の
促
進
確
約
に
ち
て
解
除
さ
れ
、
こ
の
期
間
中
は
同
八
日
分
の

貯
木
股
つ
ぶ
し
で
災
害
は
生
じ
な
か
っ
た
(
同
上
〕
。

む

V' 

-， 
3 

私
的
経
営
の
壁
を
彼
ら
ず
、
社
会
化
原
川
刊
を
放
来
し
て
増
産
原
理
に
つ

ら
ぬ
か
れ
た
炭
鉱
国
家
官
型
政
鍛
の
遂
行
は
、
好
U
と
好
ま
ぎ
る
と
に
か

第
八
十
二
醤

第
二
号

四
回

か
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
、
措
置
を
、
と
お
し
で
石
炭
独
占
資
本
の
再
建

に
寄
与
す
る
結
川
市
と
仕
る
。
こ
こ
に
炭
価
政
策
Lr
資
材
充
当
措
置
を
と
り

あ
げ

γ
こ
の
点
を
あ
き
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
か
か
る
政
減
効

泉
が
沙
定
的
に
石
炭
独
占
資
本
の
も
の
と
な
る
に
は
、
な
お
私
的
経
営
白

生
死
を
に
ぎ
る
赤
字
処
刑
叫
方
熊
い
か
ん
に
あ
る
。
炭
鉱
削
家
管
理
の
再
検

討
の
焦
点
は
い
わ
ば
こ
こ
に
あ
る
と
も
い
え
る
。
私
論
的
に
い
え
ば
石
炭

独
占
資
本
は
.
こ
れ
を
ば
国
管
実
脳
会
う
ゐ
り
だ
し
た
炭
鉱
政
策
へ
転
嫁
せ

し
め
る
形
で
処
理
し
、
再
位
さ
れ
た
炭
鉱
を
完
全
に
自
身
の
も
の
と
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
川
町
機
去
に
検
討
し
た
い
。


